
90102証券業・商品取引業における死傷災害100事例（-2017年）

No 年 月
発生

時
死傷災害事例

年

齢

事

故

の

型

起因物

（小）

労働

者規

模

1 2017 7 16~17

当該社員は、お客様へ訪問後会社に戻り、当支店裏口左側の駐

車場に営業車を駐車した。 その際当該社員は、駐車スペースが

狭いと感じながら駐車した。 駐車後運転席のドアを開け車を降

りた。 当該社員は荷物を持っており前進できなかったため、後

ろ向きで進んだが車止めに気づかず引っかかり、こけてしまい

腰を強打した。 起き上がる事もできなかった。

64 2 417

100

～

299

2 2017 3 10~11

会議に出席するため新幹線で移動中、座席で持病のてんかん発

作で突然意識をなくし、体が痙攣硬直して、背骨・腰骨の3か

所を椎体圧迫骨折した。

48 90 921 ―

3 2016 12
10～

11

研修時に行ったバドミントンのプレイ中、右足を後ろに引いて

力を入れた際に、右足首のアキレス腱を断裂。
45 19 921

500

～

999

4 2016 12
13～

14

顧客宅から次の顧客先に向かう途中、道路を自転車で横断して

いたところ、左から来たトラックにはねられた。
46 17 362

10～

29

5 2016 11
11～

12

施設内を点検する高さ約5Mの手すりのある通路で、通路上に溜

まった粉塵を落とす作業を、後ずさりしながら行っていたが、

通路のエンドに手すりがなく、足を踏み外して落下。下にあっ

た机で腰を強打した。

60 1 417
10～

29

6 2016 11
10～

11

電車に乗車する際、階段を一段踏み外して転倒し、右足首を強

打した。
24 2 413

50～

99

出社して業務の準備の前にトイレに行った際、トイレが清掃中 1000



7 2016 9 6～7 のため床が濡れており、足を滑らせ転倒してしまい、左膝蓋骨

を骨折した。

55 2 417 ～

9999

8 2016 3
14～

15

2Fのデスクにて事務作業中、1F店頭の客からの呼び出しベルに

対応しようと、内階段にて1Fへ向かう途中、転倒し骨折した。
44 2 413

10～

29

9 2016 1
17～

18

7階会議室で会議を終了した後、3階の営業フロアへ下りる際

に、7階から6階に降りる際、階段で薄暗い事から踏み外して転

落し、階段下の踊り場まで落下した為、右膝と右手を骨折し

た。

58 1 413
50～

99

10 2015 11
16～

17

地下連絡通路（階段）で営業外交中に階段を踏み外し階段から

落ち頭部を打撲。
57 1 413

100

～

299

11 2015 11
11～

12

信号が青になったので、自転車で横断中、右後方から左折して

きた軽自動車に右側前方から当てられ、左に横転した。
24 17 362

30～

49

12 2015 10
10～

11

営業活動出発時、事務所内2Fの階段にヒールのかかとがひっか

かりバランスを崩し踊り場まで転落し、頭他全身打撲した。
29 1 413

100

～

299

13 2015 6
14～

15
出張中、商談に向う途中ビルの階段から落ちて骨折する。 52 1 413

10～

29

14 2015 5
20～

21

会場から3階エントランスまでの階段を下りている最中に、つ

まずき落ちそうになり、勢いがついた状態で階段4～5段を降り

てしまった。

51 2 413

100

～

299

15 2015 3 8～9

出社時勤務先の階段で転倒し意識消失が生じた。立ちくらみを

おこして階段で転倒し、頭を打ったことにより意識を失ってし

まった。

25 1 413

100

～

299

16 2014 11 8～9

勤務する支店の1階から2階のフロアへ移動する途中、ビル共用

部分の階段の踊り場の床が濡れていたため、足を滑らせ転倒し

全身を強打した。

57 2 413
10～

29



17 2014 3
15～

16

被災者が外交先から徒歩で帰社する途中、Ｆビルの前を通りか

かった際に、ビルの側面に金具で外付けしてある雨樋（１８

m）の金具が外れて歩道に落下し、丁度歩行中の被災者の背中

に折れた雨樋が当たって背中左側肋骨３本を骨折した。当日の

強風と金属疲労で固定していた雨樋の金具が壁面より外れたこ

とが原因である。

48 4 911
50～

99

18 2014 2
10～

11

会社前のバス停からバスに乗るため乗降ステップに足をかけた

ところ、足を捻ったと同時にプツッと音がして左足の膝裏に激

痛が走りその場で動けなくなり、先のバス停で降車し病院を受

診した。

64 90 231
30～

49

19 2013 10
9～

10

試験受験のため、自転車で駅まで行く際、雨が降っていたた

め、曲がり角でスリップし横転した。
55 2 239

50～

99

20 2013 7
14～

15

事務処理作業中、客が来店した為、受付に向かったところ、足

を外側に捻り、骨折した。
44 19 921

50～

99

21 2012 12
17～

18

事務室内にて、他の社員が近づいて来た為、避けようとした

際、スロープの段差に足を取られ、転倒し、負傷した。
54 2 417

100

～

299

22 2012 8
16～

17
自転車を運転中、周りをよく見ておらず電柱に激突した。 24 2 231

50～

99

23 2012 7
18～

19

電球のきれた蛍光灯を交換するため、脚立に登り、作業中、脚

立の留金が不完全であった為、脚立が開き、転落。足を骨折し

た。

56 1 371

100

～

299

24 2012 3
9～

10

自席へ戻る際、柱に添われて固定されていた内線コードに多少

の緩みが生じており、そこに躓いてころび、大腿骨骨折である

ことが判明した。

61 2 417
50～

99

10～

事務所（倉庫）から退出する際、通路脇においてあるパレット

（荷物を載せる荷役台）につまずき、転倒。他の業務状況に気
50～



25 2011 12
11

をとられていたため、パレットに気づかず、右肩から、転倒

し、右肩を負傷。また、右肩から転倒した際、唇をぶつけ、負

傷した。

55 2 379
99

26 2011 8
11～

12
通路を歩行中に横転した。 36 2 417

30～

49

27 2011 6
20～

21

横断歩道を歩行中、左前方から走行してきた乗用車にはねら

れ、ただちに救急車により病院に運びこまれたが搬入先の病院

で死亡が確認された。

57 17 231

100

～

299

28 2011 4 8～9
３階から２階へ内階段を降りている際に、１／３ほど下ったと

ころで足を踏み外し、２階廊下まで転落した。
35 1 413

100

～

299

29 2010 10
11～

12

大規模なデータセンター立上げのプロジェクトに際し、サー

バー(重量20～40kg)の交換並びに設置作業に平成20年8月頃か

ら従事していた。現場はフロリングと放熱口となるスチール製

鋼床とでなり低層部設置の際はスチール鋼上にひざをつくなど

して作業を行っていた。2ケ月間で全ての設置を終える必要が

あったため連日の集中作業を要した。作業中ひざの上にノート

PCをのせて作業していた態勢から立上がる際に圧迫ひねり強い

痛みが生じた。

39 19 921
50～

99

30 2009 3
9～

10

社用車を運転して、顧客先に向っていた。片側２車線道路の右

側車線を直進していた時、左側車線の前方に停車していた車両

が、当方の車に気がつかずに、当方の車の前を横切ってＵター

ンしようと急発進した。当方があわてて急ブレーキをかけたが

間に合わず、相手車の右側面後方に衝突した。その際、首をひ

ねると共に眼を負傷した。

38 17 231
10～

29

31 2009 3
17～

18

原付バイクで外交営業中、ガソリンスタンドで給油後、車道に

出る際、出会い頭に相手車と衝突、負傷した。
27 17 231

10～

29

道路脇の木を伐採する為、梯子を掛け、上部の枝をノコギリで



32 2008 11
13～

14
切断したところ、反動でバランスを崩し、約3m下の道路に墜

落した。

67 1 371 1～9

33 2008 9
12～

13
店内2階から1階へ階段で下りる際、足を踏み外し、転落した。 42 1 413

30～

49

34 2008 1 4～5

会社での勉強会出席の為、階段で移動中、踊り場から降りる際

階段に設置されている滑り止めにヒールが引っ掛かり転落し、

前方へ倒れこんだ際右手を骨折。腰を打撲した。

41 1 413

300

～

499

35 2007 10
15～

16

1階トイレへ行く途中の出入口付近で、電気配線カバーにつま

づき、バランスを崩しよろけ、そのまま壁に手をつき負傷し

た。

36 2 351

100

～

299

36 2007 9
9～

10

当社が入居しているビルのエレベーターホール近くの通路にお

いて、移転期間中のため養生用に敷いたベニア板に足を引っ掛

け、転倒した。このベニア板は、ガムテープで留められていた

が、足を引っ掛けた箇所は、ガムテープがはがれていた。被災

者はトイレより小走りに自身の座席に戻る途中であった。

53 2 417

1000

～

9999

37 2007 8
16～

17

国道で営業車を運転中、前方の車が停止したことに気付くのが

遅れ、ブレーキを踏んだが間に合わず、追突し負傷した。
46 17 231

50～

99

38 2007 6
10～

11

業務中、オフィス内の階段を2階から1階に降りる際、階段を踏

み外し、頭から落ち負傷した。
52 1 413

1000

～

9999

39 2007 3
11～

12

団地で顧客訪問中に、玄関の段差にて足を踏み外して転倒し、

足を負傷した。
29 2 419

50～

99

40 2006 7
13～

14

派遣先で勤務中、書類を届けるため3階から4階へ階段をのぼっ

ていた際、立ちくらみがし5段目あたりから一番したまで落下

し頭部をうって負傷した。

36 1 413

300

～

499

出典：https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pgm/SHISYO_FND.html(職場のあんぜんサイト)

https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pgm/SHISYO_FND.html


参考：労働災害の分類の概要

各小業種における死傷災害100事例（-2017年）に戻る。

https://www.jisha.or.jp/international/topics/202306_02.html
https://www.jisha.or.jp/international/topics/202307_17.html

	ローカルディスク
	file:////jishalan13/080技術部/国際セ/情報提供/安全衛生統計/2021英文/日本語/2006-2017死傷災害発生事例/小業種死傷100事例/pdf/2017jnfc90102.html


